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 私は以前、銀行で融資を担当していたこと
がありますが、融資をする際に最も重要なの
は与信判断でした。与信判断とは、借入申込
人におカネを貸してもいいかどうか、そして 
貸せることができるとしたら、いくらまで貸せる
かを判断することです。 
 
 与信判断は、つまるところ、借入人の返済財
源を見極めることにあります。そして、返済財
源は二つに分けることができます。第一の財
源は将来の収入見込みです。借入金の返済
期間中、収入が十分にあれば、返済できると
判断できます。ただ、将来は何があるか分かり
ません。勤めている会社が倒産してしまうかも
しれませんし、病気になり働けなくなってしまう
かもしれません。そうした不慮の事態に備えて、
第二の財源として担保を取ります。不動産な
どの担保を評価して、もしものことがあっても
担保で取り返せるということであれば、融資可
能と判断できることになります。 
 ここで肝心なことは、将来収入も担保評価も
数値で表現されるということです。その数値を
融資金額と比較衡量して、融資の可否及び 
融資金額を決定します。 
 
 このような形で融資をするのが基本ですが、
私は、果たして与信判断を返済財源だけで行
うことは正しいのだろうか、という疑問をずっと
抱いていました。というのは、特に個人に対す
る融資について当てはまることなのですが、 
与信判断には返済財源という数値では表現
できない、もっと大切なことがあるのではない
かと感じていたからです。それは、やや漠然と
していますが、借入人の借入金の返済に関す
る誠実性といったものです。 
 

 状況が順調なときは問題がありませんが、カネが 
足りなくなってきたとき、返済に対してどのような態度
を取るかは人によって異なります。誠実性の高い人は
自分の生活をギリギリまで切り詰めても返済をしようと
しますし、反対に誠実性の低い人は自分の生活を優
先して返済を後回しにするでしょう。そんな誠実性の
判断ができれば、与信判断の妥当性はもっと高くなる
のではないかと思っていたのです。しかし、そんな 
誠実性は数値化できないので、与信判断に加えるこ
とは無理というのが常識でした。ところが、最近の AI
（人工知能）の発達はそんなこともできるようになって
いるようです。 
 
 買い物履歴、クレジットカードの使い方やその決済
状況などは金銭に関する直接的情報ですから、金銭
に対するその人の誠実性を判断する重要な情報に 
なることはいうまでもありません。そうした金銭情報だ
けではなく、その人がネットでどういう情報を好んで 
読んでいるのかとか、フェイスブック、ツイッターに対
する共感や反感を総合的に分析すれば、返済に関
する誠実性をかなり正確に判断できるようになるという
のです。 
 
 まだ、実用段階には至っていないようですが、もは
や将棋ではプロを凌駕するほどになった AI による  
ビッグデータ分析の急速な発達を考えれば、早晩 
可能になるでしょう。借入人の誠実性までも加味した
与信判断が行える時代は目前に迫っているようで
す。 
 
 しかし、ここまで考えたとき思わずドキリとします。 
確かにカネを貸す立場からは誠実性を判断材料にで
きるというのは朗報ですが、借りる方からすればゾッと
しません。自分の人柄を機械に判断され、「お前は 
誠実性が低いからカネを貸せない」と言われるのは、
何か薄気味悪い気がします。技術の進歩は何もかも
数値化を可能としてしまう勢いなのですが、果たして
これが望ましい社会なのかというと、考え込んでしま
います。 
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 当団体は、異なる業種の経営者が相集い、力を合わせ、自らの研鑚と親睦を通じて、

斬新な経営感覚と新たな販売促進を創造して、メンバー同士でより健全な事業所とその 

事業所のイメージアップを図り、地域社会に貢献できる事業所となることを目的とする。 

活動方針 人の輪・衆智・繁栄 

記事の内容に関するお問い合わせは事務局までご連絡ください。 

ウィークリーはメールでの配信も行っております。お手数ですが、「メール希望」・「配信停止希望」と件名にご入力の上、    

skc-soudan@skc.ne.jp まで空メールをご送信ください。また、FAX ご不要の際は、その旨をお電話にてお申しつけください。                


